
 

事 業 内 容 

事  業  効  果 

取組に至る背景・事業の目的 

工夫・苦労した点、課題、今後の取組など 

妻籠宿外国人おもてなし環境整備事業 
 
 
 
 
妻籠宿（重要伝統的建造物群保存地区）には多くの観光客が訪れている。観光客の入込状況は、緩やか

な右肩下がりの状況が近年続いており、年間 50 万人を下回るようになってきた。幸い外国人（米・豪・
ＥＵ圏）は増加傾向にあり、入込客数を下支えしている。 
元気づくり支援金事業により受入環境の整備は他の地域より進んでいるが、まだまだ不足の部分がある。

増加している海外からの旅人の満足度を向上させるためにも、ロッカーの設置、トイレの洋式化は必須事
項となっている。 
 
 
 
 
○ ロッカーの大容量化 
  妻籠宿第１駐車場 ２列３段×２台（１２人分） 
  （荷物預かり所） ２列２段×１台（ ４人分） 
                 （計１６人分） 
 
○ トイレの洋式化・ウォシュレットへの改修 

妻籠宿観光案内所 洋式化      １台 
ウォシュレット  １台 

  妻籠宿中央駐車場 洋式化      ２台（男女） 
           ウォシュレット  ２台（男女） 
                              【大容量化したロッカー】 
 
 
 
訪日外国人の満足度を上げ、さらなる誘客に努めた。彼らのネットワークでの情報発信等により、

馬籠峠（一石栃立場茶屋）でカウントしたハイカー数は、前年度と比較して大幅に増加した。 
 

項 目 平成２６年度（Ａ） 平成２７年度（Ｂ） Ｂ／Ａ 

総通行者数 ３５，５０３人 ４３，３８６人 １２２．２％ 

外 国 人 数 １３，３８２人 １８，２７０人 １３６．５％ 

 
 
 
 
○ 訪日観光客からのアンケート調査等を定期的に行うことにより、不具合事項の改善を図り、さらなる
満足度ＵＰにつなげる。 

○ 馬籠峠から与川、根ノ上峠～野尻駅までのハイキングコースの環境整備に努め、長野県の西の玄関口
としての框(かまち)の磨きに努める。 
トイレの洋式化、道標の整備、散策マップの和英併記、Ｗｉ－Ｆｉ使用エリアの拡大 等 

 
 
 
 
 
 
 

団体名 公益財団法人 妻籠を愛する会 

連絡先 0264-57-3513 

ホームページ 

http://tumagowoaisurukai.jp/ 

事業タイプ   ハード事業 

事 業 費    ２，１０５，０７６円 

支援金額    １，４０３，０００円 

 

 

 

 

（事業実施中の写真等） 

 

 

（６）ア 特色ある観光地づくり   

【選定のポイント】 

 妻籠宿への欧米豪のＦＩＴ（外国人個人旅行者）が増加しており、この事業を実施することによ

り受入環境整備が図られた。今後更なる外国人観光客の増加が見込まれる。 

【知事表彰受賞事業】 


